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リンゴ新品種の性能検定試験

第1報　幼木時代の収量および

樹の大きさについて

粟生　和夫・三浦　義千・熊谷　憲治
（青森県農試園芸支場）

1　ま　え　が　き

青森県におけるリン′ゴの栽培総面積は197口年現在24

千ha　であるが44千haが太平洋岸の南部地方で栽培

されている。この地方のリンゴ，特に紅玉は品種が優

秀であるとされ従来から主力品種の地位（45軋19刀

年）を占めてきた。

しかし，消費者の嗜好の変化などにより，紅玉の商

品性および収益性が，ここ数年前から急激に低下し，

現在では経営的に採算のとれない品種となった感さえ

もたれるようになった。

そのため紅玉に変わるべき高収益性品種への更新が

急務となっている。筆者らは1984年から最近の新品種

の南部地方における適応性に関する試験を実施してい

るが，その幼木時代における中間結果を取りまとめ報

告する。

2　試．験　方　法

1　供試品種・本数

晶　　 毯 窓 ふ　　 じ
l

辛 †∴ 陸　　 奥 封 誓 誓 レ ッ ド
ゴー ル ド 王　　 鈴 東　　 光

本　　 数 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 2 4 1 2 5

2　供試而撥

各品種5a（ただし，王鈴．東光合わせて5已）計

5　5　a

5　載穂距離　45ヶ札正方形櫓。

4　我植時期19朗年4月に1年生苗木を定植

5　植穴の大きさ

直径18Dem，深さ70C花の大穴区とし，上記本数の

半分を供した。なお，比較のためにこれより小さい直

径‘0川，深さ50cmの小穴区も設けた。

d　施　　肥

載積時に大穴区は，一穴当り堆肥50Kク，熔成燐肥5

晦を，小穴区は堆肥5晦．熔成燐肥ロ．5Kクを哉植時に

植穴に投入した。また，通常の施肥は昭和44年度ま

で，1樹当り　ワニ／ゴ化成（N・ア・K＝10・5・10）2

Kク，昭和45年度からはリンゴ化成4Kクを，4月に全

体のH軋　5月，6月に残り2割ずつを施用している。

7　土壌条件および土壌管理

供試園の土壌は黒色火山灰土で下層には兼風化火山

砂礫（粟砂）が堆桁している。土壌管理はラジノクロ

ーパを主体とした草生栽培。

8　園地の来歴

我植前は畑作物試験周であった。

5　試験結果と考察

1　収量増加について

1970年（樹令，8年生）の収量は重量で，恵の478

Kgを筆頭にレッドゴールド，王鈴，陸奥，ゴールデン

デリシャス（以下ゴールデソと略す），東光，レッド

キングデリシャス（以下レッドキングと略す）の順と

なっている。また，着果数では，重量と同様，恵の

192栗が，最も多く，次いでレッドゴールド，王鈴，

ゴールデン，東光，陸奥，レッドキソグとなっており，

収丑が最大の恵と最小のレッドキングの比較では．恵

は重量で約5．7倍，着果数では約44倍の収量となっ

ている（第1表）。

また，5カ年間の累計収量は第1表のごとく，恵

（98・1Kg），ふじ（75．4Kク），レッドゴールドがまさ

り，レッドキング（2t5Kク），東光は劣り．ゴールデ

ン（49．7Kg），陸奥，王鈴はその中間であった。最も

累計収量の多かった恵と最少のレッドキングの間では，

75Kgの収量差があり，恵は重量でレッドキングの約

45倍となっている。

なお，大穴区，小穴区間の収量差は，恵においては

頗著であるものの一定の傾向はみられない。
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第1表　品種　別収　量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（句）

品　　 種　　 名
調 査

樹 数

大　　 穴　　 区
調 査

樹 数

小　　 穴　　 区

4 5　 年 累　　 計 4　 5　 年 累　　 計

恵 1 0

着　 果　 数 1 9 2．0 5 7 9．5
1 0

1 4 8．5 5 1 5 ．9

重　　　 量 4 ヱ8 9 6．1 5 Z 7 8 1．8

ふ　　　　　　　　　　　 じ 1 1

着　 果　 数 1 5 6．8 5 0 4．2

9

1 5 1．° 2 8 5 ．5

重　　　 量 4 1，5 7 5 ．4 4 0．2 7 0．7

レ　 ッ　 ド　 ゴ　 ー　 ル　 ド 1 1

着　 果　 数 1 8 5．° 2 5 8．4
1 0

1 5 2 ．2 2 5 2．7

重　　　 量 S Z 8 5 ス 5 5 1．2 5 1．2

ゴ ー ル デ ン デ リ シ ャ ス 7

着　 果　 数 9 1．7 2 1 ス7

4

1 1 4．7 2 4 0．7

重　　　 量 2 5 ．2 4 9．7 2 7 8 5 2．8

陸　　　　　　　　　 奥 7

着　 果　 数 占 2．1 1 2 0．7
0

－ －

重　　　 量 2 4 9 4 4 2 － －

王　　　　　　　　　　 鈴 ‘

着　 果　 数 1 2 1．° 1 d R d
5

1 2 5．2 1 7 5．8

重　　　 量 2 7 4 5 5．9 2 7 0 5 8．5

東　　　　　　　　　 光 2

着　 果　 数 7 0．0 1 1 0．0

0
－ －

重　　　 量 1 8．7 2 9．1 － －

レッ ドキ ン グ デ リ シ ャ ス 8

着　 果　 数 4 5．5 7 5．6
1

4 5．0 7 8．0

重　　　 量 1 2．7 2 1．5 1 5．0 2 1．7

5カ年間の各品種の収量増加は第1～5回に示した

が，結実後の年数と収量（重畳および着果数）との間

には，高い有意相関が認められた。ただし，王鈴の場

合は19d8年はジュンドロップが激しく収量が低下した

ため除外した。

一果当り重畳は陸奥が最も大きく，レッドキング，

東光，恵，ふじは比較的大きく，ゴールデン，レッド

ゴールド，王鈴は小さかった。

この傾向は1964～1968年に当場で実施した地元偉

良園の実態調査の結果とはぼ一致している。なお，ゴ

ールデンの場合には，例外であるが8月中のボルドー

液散布間隔が雨天により離れ過ぎたため，菓ヤケ，落

葉を招いた年が5～4回あり，相対的に過剰着果とな

ったためと考えられる（第2表）。

（
義
集
曇
）
細

0　　1　　2　　　3　　　4　　　5（結実後の年数）

第1回　収量の変遷例
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‥
着
果
至
純
　
　
皿

（
重
量
k
）
5
0

r＝十0．964●●y＝46．71－64・2

か　　　　　　　　　　じ　r＝＋0．949°　y＝38．6■－55．0

レ　ッ　ド　ゴ　ー　ル　ド　r＝＋0．902●　y＝38．71－64．4

ゴールデンデリシャス　r＝＋0．964●●y＝25．31－32．4

東　　　　　　　　　　光　r二十0．963●　y＝17．31－29．9

陸　　　　　　　　奥　r＝＋0．如2●　y＝16．01－24．7

レッドキングデリシャス．r二十0．930●　y＝12．31－21．8

2　　　3　　　4　　　5（結実後の年数）

第2回　品種別収量増加　（その1　着果数）

r二十0．964●’y＝11．71－15．9

じ　r＝十0．948●　yま10．21－15．5

レ　ッド　ゴ　ー　ルド　r＝＋0．889●　y＝8．91－15．2

ゴールデンデリシャス　r＝＋0．960●●y＝6・31－9．0

陸　　　　　　　　奥　r＝＋0・鍵4●y三6・ll‾9・7

東　　　　　　　　光　r＝＋0・892●y＝4・蝕一8・0

レッドキングデリシャス．r＝＋0・8師●y＝3・11－5・0

0　1　2　　3　　4　　5（結実後の年数）

第5回　品種別収量増加　（その2　重　量）

第2表　1果当り重量の比較

品　　 種　　 名
試　　 験　　 区 対　　　　　 照 1 箱 当 り重 量

（中 味 ）1 果 当 り重 量 玉　　　 数 1 果 当 り重 量 玉　　　 数

陸　　　　　　　 奥 5　d d　　 タ 4　4 5　9　4　　 才 4 1 1 °Kクと して試 算

レッ ドキングデ リシャス 2　8　2 5　7
　 2 8 2

（デ リ シ ャ ス系 ）
5　7 1 占　　　　 〝

東　　　　　　　 光 2　8　5 d　D ・－ －－ 1 d　　　　 〝

恵 2　5　5 7 1 2　5　0 7　2 1 8　　　　 〝

ふ　　　　　　　　　 じ 2　4　8 d　5 2　 4　4 d　d 1 °　　　　 〝

ゴー ル デンデ リシャス 2　2　8 7　0 2　8　 9 5　5 1 d　　　　 〝

レ　ッ　 ド　ゴ ー　 ル ド 2　2　2 8 1 2　2　6 8　0 1 8　　　　 〝

王　　　　　　　　 鈴 2 1 2 8　5 2　2　8 7　9 1 8　　　　 〝

注．対照には南部地方優良園の成木の調査結果を掲げた。
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2　樹の大きさについて

第5～5蓑に示したように，樹の生育状況について

みると，幹周（1970年）は，ふじが最も長く，陸奥

がこれに次ぎ，逆に東光は最も短くその他の品種はそ

の中間で，ほぼ同程度である。1970年を川0とした場

合の肥大指数で比較すると，ふじ，レッドキングはま

さり，意は劣っていた（第5表）。

開張（1970年）はふじが最大で，東光，レッドキ

第5表　幹周の肥大状況

ンクは小さかった（第4表）。

樹高（1970年）は，ふじ，東光，ゴールデンは同

程度で大きく陸奥は小さかった。1985年を100とした

場合の伸長指数での比較では，東光，ゴールデンがま

さり，恵は劣った（第5表）。

なお，小穴区との比較では，幹周，開張，樹高とも

大穴区が，ややまさる憤向がみられた。

第4表　年次別開張（努定前）

品　　 種　　 名
大　 穴　 区 小　 穴　 区

4 5 年 肥 大 指 数 4 5 年 肥 大 指 数

ふ　　　　　　　 じ
　 cm
5 1．7 8 7 4 5

　 CI兜
2 9．2 6 2 1．5

レ ッ ド キ ン グ

デ リ シ ャ ス 2 5．1 d 4 5 ．6 2 5 ，0 7 1 8．8

陸　　　　　 奥 2 8．4 5 9 1．7 － －

東　　　　　 光 2 5 ．0 5 8 ス 9 － －

ゴ ー ル デ ソ

デ リ シ ャ ス 2 6 ．5 5 8 4 4 2 8 ．5 4 8 1，8

レ ッ ド ゴ ー ル ド 2 5．5 5 7 9．5 2 4 ° 5 7 2．1

王　　　　　　 鈴 2 5．5 5 5 4 5 2 5 ．5 5 0 °．0

＝＝ 2 4 7 5 1 4 8 2 5．9 4 5 0．9

注．肥大指数は1965年を100とした場合の指数

第5表　品　種　別樹高

品　　 種　　 名

大　 穴　 区 小　 穴　 区

4 4 年 4 5 年 4 4 年 4 5 年

ふ　　　　　　　 じ
5．4 7托 4 0 m 5 ．5 m 5 ．8 m

陸　　　　　 奥 5．2 5．7 － －

恵 5 ．0 5．5 5．0 5 ．5

ゴ ー ル デ ン

デ リ シ ャ ス

1 2 ．9

5．5 5 ．0 5 ．4

レ ッ ド ゴ ー ル ド 2．8 5．5 2 ．6 5 ．5

王　　　　　　 鈴 2．7 5 ．5 2．8 5．4

レ ッ　 ド キ　 ン グ 2．5 5．2 2 ．5 5．0

東　　　　　 光 2．2 2 ．8 － －

注．開張は最長，最短の平均

品　　　　 種　　　 名

大　　 穴　　 区 （例 ） 中　　 大　　 区　 むめ

4　5　 年 伸 長 指 数 4　 5　 年 伸 長 指 数

東　　　　　　　　 光 4 0 0 5 5 ヱ 1 － －

コ」 ルデ ソ デ リ シ ャ ス 5．9 2 5 5 5 ．1 5．9 7 5 1 2 ．°

レ　 ッ　 ド　 ゴ ー　 ル ド 5．8 5 5 4 5．7 5 ．5 8 5　5 1．5

レ ッ ドキ ングデ リシ ャス 5．5 5 5 4 4 7 5 ．5 0 4 2 8．8

ふ　　　　　　　　　　 じ 4 〔】5 5 4 5．2 5．8 2 5 2 9．5

王　　　　　　　　 鈴 5．5 5 5 5 8．1 5．9 4 5 1 0．2

陸　　　　　　　　 奥 5．5 8 5 1 5 ．9 － －

恵 5．5 8 5 0 5 ．9 5 ．5 0 2 8 7 0

江．伸長指数は1985年を100とした場合の指数



東北農業研究　第14　号　（＝75）　　　　　　　　　　297

4　摘　　　　　要

119朗年から最近の新品鎧の青森県南部地方にお

ける，適応性に関する試験を実施している。

2　試験は，ふじ，陸奥，レッドゴールド等8品種

を供試して行なったが，5カ年の累計収量は恵が最も

多く，次いでふじ，レッドゴールド，ゴールデンの順

であった。

5　一果当り重量は，陸奥が最も大きくついでレッ

ドキング，東光，恵の順であった。

4　樹の生育状況は，ふじが最も良好であった。

5　大穴，小穴区の比較では＝　樹の生育状況は大穴

区がややまさる傾向を示したものの．収量では一定の

傾向がみられなかった。

リンゴスパータイプの特性について

藤　根　勝　栄

（岩手県園試）

1　ま　え　が　き

最近のリンゴ栽培は，早期多収・良品生産・省力化

という見地からわい性樹への関心が非常に高く，現在

スパータイプを中心に動き始めている。

スパータイプが本格的に試作されてから年数も浅い

ためまだ不明な点が多いが，当場8年生までの生育状

況を述べてみたい。

2　特　性　調　査

第1表　生　態　調　査　（昭45年）

1　品　　種

現在スパータイプはデリシャス系とゴールデンの系

統があり今回の調査ではデリシャス系がウェルスパー

およびレッドスパー，ゴールデンではスタークスバー

ゴールについて調査した。

2　生態調査

デリ系スパータイプでは発芽期が標準スターキングよ

り　2～5日早いが展葉期および満開期ではほとんど差

がみられなかった（第1表）。

調査項目　 品 種 レッ ドスパー ウ　ェルスパー ス ターキ ング

詞　 査　樹 樹 令 の 別 7 年生 首木 7 年生 苗木 1 2 年生 首木
（苗　 木　 高　 度 ） （実生 台） （実生台） （丸　　 薬）

発 芽 ・展葉 ・満開期 Ⅳ′1 8　 Ⅳ′2 5　 V ′1 4 Ⅳ′1 9　 Ⅳ／2 2　 V ′1 5 Ⅳ／2 1 Ⅳ′2 4　V ′1 4

新　 柄　 長 ・ 稟 数 うえ2 ロ符　　 5 5 枚 4 2．8 （：間　　 2 ス8 枚 5 °．5 C椚　　 2 2．5 枚

結 果 樹 令 ・生産力 5　 年　　　　 多 5　 年　　　　 多 ‘　 年　　　　 少

病　 虫　 害 ・ 薬 害 斑落少，粗皮病徽 斑落少，粗皮病徴 斑　　　　 落

樹の生育状況は非常に旺盛で，特に若木では枝が斜

立する性質があり樹姿は帯状となってなかなか開張せ

ず，樹高に比較し樹幅が狭い。主幹より発出する枝の

角度も一般に狭い。

枝条は節間が短く，短果枝の着生が多く立枝にもよ

く結実する。樹令が進むにつれて着果量の増大がみら

れるようになり，樹勢が落ちつき7～8年ごろになる

と太い枝でも開張下垂してくる（第2表）。

果実の着果状況をみるとデリシャス系でも5～4年

目から5～5個の結実がみられ，その後樹令が進むに

つれて著しい収量の増加がみられ非常に生産性である。

果実の大きさは1果垂500㌢、■550才ぐらいで，ス

ターキングよりやや小さめであるが，玉ぞろいは非常

に良く果形はスターキングに似ている。

第5表は当場におけるスパータイプ品種別樹令別の

収量である。2～5本の独立樹，見本栽培の成績で．

これを18a当りに換算することは無理と思われるが，

可能性の一端を示すためにあえて10a当りの収量も

出してみた。




